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白馬の豊かさとは何か
―多様であることから交流し学びあい成長する村―

撮影：丸山千夏さん「小屋番村男の生活」
広報はくば10月号の表紙写真は、9月中旬に天狗山荘付近で撮影された公募写真です。

山小屋で働いているからこそ見る事の出来る素晴らしい景色の写真を応募いただきました。
10月になり夏山シーズンも徐々に終わりを迎え、標高の高いところから、少しずつ冬
の足音が聞こえる季節となりました。
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令
和
3
年
度
　 

白
馬
村
の
決
算
状
況

歳
入　
70
億
6
6
5
万
7
千
円

歳
出　
68
億
4
，8
6
7
万
6
千
円

前
年
度
に
引
き
続
き
財
政
調
整
基
金（
家
計
で
い
う
と
こ

ろ
の
貯
金
）か
ら
取
り
崩
し
を
せ
ず
、将
来
の
負
担
に
備
え

る
た
め
同
基
金
に
1
億
3
，0
0
0
万
円
、減
債
基
金
に
3
，

5
0
0
万
円
、
福
祉
基
金
に
3
，5
0
0
万
円
、
義
務
教
育

施
設
整
備
基
金
に
8
，0
0
0
万
円
の
積
み
立
て
を
行
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、全
て
の
基
金
を
合
わ
せ
た
年
度
末
残
高
は
、

平
成
以
降
で
過
去
最
高
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、健
全
財
政
の
堅
持
と
公
債
費
抑
制
の
た
め
、引
き

続
き
新
規
発
行
債（
新
し
い
借
り
入
れ
）を
元
金
償
還
額（
借

金
の
返
済
金
）以
下
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、村
債
現
在
高
も

前
年
度
比
で

5.0
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
の
歳
入
歳
出
差
引
額（
形
式
収
支
）
は

1
億
5
，7
9
8
万
1
千
円
で
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財

源
1
，8
2
4
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
1
億
3
，

9
7
4
万
1
千
円
で
す
。
そ
の
う
ち
7
，0
0
0
万
円
を

財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
、残
額
の
6
，9
7
4
万
1
千

円
を
令
和
４
年
度
へ
繰
り
越
し
ま
し
た
。
な
お
、
実
質
収

支
か
ら
昨
年
度
の
実
質
収
支
を
差
し
引
い
た
単
年
度
収
支

は
4
，3
8
4
万
4
千
円
、単
年
度
収
支
に
財
政
調
整
基
金

積
み
立
て
等
を
加
味
し
た
実
質
単
年
度
収
支
は
1
億
7
，

4
3
8
万
7
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
概
要

村
税
は
、
1
億
9
，4
8
2
万
7
千
円
の
減
で
12
億
9
，

0
3
3
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、入
湯
税
は
、主
に
環
境

衛
生
施
設
の
整
備（
山
岳
観
光
安
全
浄
化
対
策
事
業
な
ど
）や

観
光
振
興（
平
地
観
光
宣
伝・誘
客
事
業
な
ど
）の
財
源
と
し
て

い
ま
す
。

地
方
特
例
交
付
金
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
地

方
税
減
収
補
て
ん
特
別
交
付
金
に
よ
り
1
億
6
，7
2
8
万
円

の
大
幅
な
増
で
1
億
7
，3
6
7
万
8
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
消
費
税
交
付
金
は
、
1
，7
8
4
万
5
千
円
の
増
で

2
億
4
，1
8
3
万
2
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
う
ち
社
会

保
障
分
は
1
億
2
，1
4
0
万
8
千
円
で
、
心
身
障
害
者

福
祉
事
業（
1
，3
0
0
万
円
充
当
）、
介
護
保
険
事
業（
5
，

0
4
0
万
8
千
円
充
当
）、
福
祉
医
療
費
給
付
事
業（
1
，

0
0
0
万
円
充
当
）及
び
保
健
予
防
事
業（
1
，0
0
0
万
円
充

当
）な
ど
の
財
源
と
し
て
い
ま
す
。

普
通
交
付
税
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

一般会計の概要

歳入
70億665万7千円

村税
12億9,033万円
村税
12億9,033万円 個人村民税

3億4,177万9千円
個人村民税
3億4,177万9千円

法人村民税
6,902万円
法人村民税
6,902万円

固定資産税
7億4,723万2千円
固定資産税
7億4,723万2千円

軽自動車税
3,621万5千円
軽自動車税
3,621万5千円

たばこ税
6,458万7千円
たばこ税
6,458万7千円

入湯税
3,149万7千円
入湯税
3,149万7千円

譲与税/各種交付金
5億2,237万6千円
譲与税/各種交付金
5億2,237万6千円

国庫支出金
8億7,189万3千円
国庫支出金
8億7,189万3千円

県支出金
3億7,829万3千円
県支出金
3億7,829万3千円

繰入金
2億9,012万8千円
繰入金
2億9,012万8千円
寄附金
5億2,227万7千円
寄附金
5億2,227万7千円

地方債
3億3,159万8千円
地方債
3億3,159万8千円

諸収入等
4億541万1千円
諸収入等
4億541万1千円

村税内訳

297,636

地方交付税
23億9,435万1千円

決算収支等
項目 令和3年度（千円） 対前年比（％）

歳入 7,006,657 △8.3

歳出 6,848,676 △9.0

形式収支 157,981

翌年度へ繰り越すべき財源 18,240

実質収支 139,741

単年度収支 43,844

財政調整基金積み立て 130,543

実質単年度収支 174,387



3

よ
り
3
億
4
，8
6
2
万
6
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
特
別

交
付
税
は
、原
油
価
格
高
騰
対
策
な
ど
に
よ
り
9
8
6
万
1
千

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

国
庫
支
出
金
は
、前
年
度
に
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業

な
ど
が
あ
っ
た
た
め
、7
億
9
，8
4
6
万
6
千
円
の
大
幅

な
減
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
の
主
な
も
の
は
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
1
億
4
，

3
0
3
万
1
千
円
、子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金・
給

付
事
務
費
補
助
金
1
億
1
，1
5
9
万
2
千
円
で
す
。

県
支
出
金
は
1
，6
8
8
万
9
千
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

県
支
出
金
の
主
な
も
の
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
係
る
特
別
警
報
Ⅱ
発
出
市
町
村
等
事
業
者
支
援
交

付
金
6
，6
3
0
万
7
千
円
、ジ
ャ
ン
プ
台
管
理
委
託
金
5
，

6
3
8
万
6
千
円
で
す
。
ま
た
、水
力
発
電
施
設
な
ど
の
所

在
市
町
村
へ
の
交
付
金
と
し
て
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

4
4
4
万
3
千
円
が
交
付
さ
れ
て
お
り
、当
村
に
お
い
て
は
保

育
所
運
営
経
費
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

寄
附
金
は
9
，9
4
2
万
3
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
な

か
で
も
、ふ
る
さ
と
白
馬
村
を
応
援
す
る
寄
附
金
が
5
億
2
，

0
7
7
万
7
千
円
ま
で
増
え
ま
し
た
。寄
附
者
の
意
向
に
沿
え

る
よ
う
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
対
象
事
業
を
増
や
し
、寄
附

金
の
増
額
に
努
め
た
た
め
で
す
。

村
債
は
2
億
4
，9
5
5
万
4
千
円
の
大
幅
な
減
で

3
億
3
，1
5
9
万
8
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
村
債
の
主
な
も

の
は
、臨
時
財
政
対
策
債
1
億
4
，5
8
9
万
8
千
円
、道
路
新

設
改
良
事
業
債
1
億
3
，5
8
0
万
円
、農
業
基
盤
整
備
事
業

債
1
，8
6
0
万
円
で
す
。

歳
出
の
概
要

目
的
別
歳
出
の
状
況
、性
質
別
歳
出
の
状
況
を
表
に
ま
と
め

ま
し
た
。

目
的
別
で
見
ま
す
と
、民
生
費
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
係
る
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
事
業
や

非
課
税
世
帯・家
計
急
変
世
帯
に
対
す
る
臨
時
給
付
金
事
業
な

ど
に
よ
り
2
億
6
，3
4
4
万
5
千
円
の
増
加
、土
木
費
が
降

雪
量
と
気
温
の
低
下
に
よ
る
除
雪
事
業
な
ど
に
よ
り
1
億
1
，

5
4
2
万
2
千
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、消
防

費
が
前
年
度
は
新
防
災
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
整
備
工
事
な
ど

が
あ
っ
た
た
め
1
億
6
，2
1
2
万
8
千
円
の
減
少
と
な
っ
て

い
ま
す
。

性
質
別
で
見
ま
す
と
、積
立
金
が
財
政
調
整
基
金
や
義
務

教
育
施
設
整
備
基
金
へ
の
積
み
立
て
な
ど
に
よ
り
1
億
8
，

4
8
3
万
3
千
円
の
増
加
、物
件
費
が
寄
附
金
額
の
増
加
に
伴

う
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
の
返
礼
業
務
委
託
料
な
ど
に
よ
り
8
，

0
8
6
万
5
千
円
の
増
加
、公
債
費
が
神
城
断
層
地
震
以
降
の

大
型
事
業
債
の
元
金
償
還
開
始
に
よ
り
7
，4
6
8
万
1
千
円

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、普
通
建
設
事
業
費（
投

資
的
経
費
）が
前
年
度
は
B
&
G
体
育
館
改
修
事
業
な
ど
が

あ
っ
た
た
め
3
億
1
，1
0
5
万
5
千
円
の
減
少
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
の
主
な
投
資
的
経
費
は
、村
道
改
良
国
庫
補
助

事
業（
繰
越
）9
，6
2
9
万
7
千
円
、道
路
改
良
起
債
事
業
8
，

9
9
1
万
3
千
円
、ほ
場
整
備
事
業
6
，9
6
5
万
円
な
ど
で

す
。

歳出
68億4,867万6千円

総務費
16億4,466万5千円
総務費
16億4,466万5千円

民生費
13億8,675万5千円
民生費
13億8,675万5千円

衛生費
4億5,360万8千円
衛生費
4億5,360万8千円

農林業費
2億4,692万4千円
農林業費
2億4,692万4千円

観光商工費
5億4,059万2千円
観光商工費
5億4,059万2千円

議会費
7,329万6千円
議会費
7,329万6千円

土木費
11億351万9千円
土木費
11億351万9千円

教育費
4億9,560万4千円
教育費
4億9,560万4千円

災害復旧費
128万7千円
災害復旧費
128万7千円

公債費
7億1,277万6千円
公債費
7億1,277万6千円

消防費
1億8,965万円

（単位：千円 .％）
令和 2 年度 令和 3 年度

決算額 決算額 構成比 増減率
人件費 1,037,185 1,030,600 15.0 △ 0.6
物件費 951,991 1,032,856 15.1 8.5
維持補修費 360,357 491,945 7.2 36.5
扶助費 358,436 535,406 7.8 49.4
補助費 2,591,052 1,615,994 23.6 △ 37.6
公債費 638,095 712,776 10.4 11.7
積立金 471,751 656,584 9.6 39.2
投資・出資・貸付金 20,000 20,000 0.3 0.0
繰出金 362,209 362,201 5.3 0.0
普通建設事業費 700,082 389,027 5.7 △ 44.4
災害復旧費 32,983 1,287 0.0 △ 96.1

計 7,524,141 6,848,676 100.0 △ 9.0



◆国民健康保険事業勘定特別会計
　歳入：1,030,415千円
　歳出：1,024,983千円
　歳入・歳出とも前年度に対し増額となりました。歳出の
主な要因は保険給付費が増加したことによります。村では
特定健診、人間ドック及び脳ドックの受診補助を実施しま
した。病気の早期発見・早期受診、重症化予防にこれから
もご協力をお願いします。
　マイナンバーカードに保険証機能が付くようになりまし
たが、すべての医療機関等でマイナンバーカードが随時
保険証として使用できるようになるのは令和５年３月の予
定です。　　
　保険の異動手続きは従来どおり役場でのお手続きが必
要です。
　

◆後期高齢者医療特別会計
　歳入：103,608千円
　歳出：103,095千円
　75歳以上及び65歳から74歳で一定程度の障がい
があり加入希望された方が加入する医療制度の特別会
計です。
　被保険者（制度に加入している人）が、給付した保険料
を事業主体(保険者)である長野県後期広域医療広域連
合に給付したものが主な歳出で、主な歳入は被保険者が
納付した保険料です。
　令和３年度の白馬村1人当たりの医療費は、756,449
円で昨年度より4,850円の増額となりました。

◆農業集落排水事業特別会計
　歳入：4,075千円
　歳出：4,064千円
　野平地区の農業集落排水事業を運営する特別会計
です。維持補修関係及び地方債の償還が主なもので
す。令和３年度末の地方債残高は、15,985千円です。

　企業会計は、料金収入などの事業収益で運営される会計です。白馬村では、水道事業、下水道事業がこれにあたります。
　令和３年度の決算においても、令和２年度に引き続き新型コロナウイルス感染症の影響による上下水道料金の減少が見
られましたが、両事業とも黒字でした。

　

会計名 総収益 総費用 純利益
（税抜）

63,698千円
（対前年比9,957千円増）

25,601千円
（対前年比20,827千円増）

水道事業会計

下水道事業会計

288,664千円

507,374千円

224,966千円

481,773千円

企業会計の決算

特別会計の状況
配水管布設工事（北城南部地区ほ場整備新設農道）　 下水道水管橋布設工事（県道白馬美麻線　反田橋）

お問合せ　白馬村役場　上下水道課　電話：0261-85-0714　住民課　電話：0261-85-0715
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　歳入：1,030,415千円
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　歳入：103,608千円
　歳出：103,095千円
　75歳以上及び65歳から74歳で一定程度の障がい
があり加入希望された方が加入する医療制度の特別会
計です。
　被保険者（制度に加入している人）が、給付した保険料
を事業主体(保険者)である長野県後期広域医療広域連
合に給付したものが主な歳出で、主な歳入は被保険者が
納付した保険料です。
　令和３年度の白馬村1人当たりの医療費は、756,449
円で昨年度より4,850円の増額となりました。

◆農業集落排水事業特別会計
　歳入：4,075千円
　歳出：4,064千円
　野平地区の農業集落排水事業を運営する特別会計
です。維持補修関係及び地方債の償還が主なもので
す。令和３年度末の地方債残高は、15,985千円です。

　企業会計は、料金収入などの事業収益で運営される会計です。白馬村では、水道事業、下水道事業がこれにあたります。
　令和３年度の決算においても、令和２年度に引き続き新型コロナウイルス感染症の影響による上下水道料金の減少が見
られましたが、両事業とも黒字でした。

　

会計名 総収益 総費用 純利益
（税抜）

63,698千円
（対前年比9,957千円増）

25,601千円
（対前年比20,827千円増）

水道事業会計

下水道事業会計

288,664千円

507,374千円

224,966千円

481,773千円

企業会計の決算

特別会計の状況
配水管布設工事（北城南部地区ほ場整備新設農道）　 下水道水管橋布設工事（県道白馬美麻線　反田橋）

お問合せ　白馬村役場　上下水道課　電話：0261-85-0714　住民課　電話：0261-85-0715
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令
和
３
年
度
決
算
に
基
づ
く
白
馬
村
の

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
公
表

白馬村
（早期健全化基準）
（財政再生基準）

－
（15.0）
（20.0）

－
（20.0）
（30.0）

13.1
（25.0）
（35.0）

40.0
（350.0）
（－）

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

【健全化判断比率】

　「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
、令
和
３
年
度
決
算
数
値
か
ら
算
定
し
た
財

政
健
全
化
判
断
比
率
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
公
表
す
る
指
数
の
う
ち
、実
質
赤
字
比
率
、連
結
実
質

赤
字
比
率
、資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
は
関
係
す
る
各
会

計
で
の
赤
字
、資
金
不
足
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、公
表
す

る
数
値
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
実
質
公
債
費
比
率
は
1
3
．1
と
悪
化
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。指
数
は
前
2
年
度
の
数
値
を
加
え
て
3
か
年
の
平

均
値
で
算
定
し
ま
す
が
、こ
れ
は
、元
利
償
還
金
の
増
加

と
地
方
債
に
よ
る
交
付
税
措
置
額
の
減
少
な
ど
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
将
来
負
担
比
率
は
4
0
．0
で
前
年
度
に
比
較
し
て

2
3
．8
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、地
方
債
現

在
高
の
減
少
と
控
除
す
る
基
金
残
高
の
増
加
な
ど
に
よ

り
改
善
し
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
白
馬
村
の
健
全
化
判
断
比
率

は
他
町
村
と
比
較
し
て
高
め
で

す
が
、財
政
的
に
は
問
題
の
な
い

範
囲
の
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
実
質
公
債
費
比
率
は
、

今
後
も
神
城
断
層
地
震
以
降
の

大
型
事
業
債
の
償
還
が
続
く
た

め
、引
き
続
き
健
全
財
政
を
堅

持
す
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

※企業会計などの資金不足はありませんでした。

水道事業会計
下水道事業会計
農業集落排水事業特別会計

－
－
－

【資金不足比率】

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

学
生
等
応
援
給
付
金
事
業
拡
充
の
お
知
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
、大

学
等
で
修
学
し
て
い
る
学
生
に
対
し

て
、現
在
実
施
し
て
い
る
学
生
等
応
援

給
付
金
事
業
に
つ
い
て
、今
回
新
た
に

対
象
と
な
る
方
を
拡
充
い
た
し
ま
し

た
。対
象
と
な
る
方
は
、期
限
ま
で
に

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、今
ま

で
対
象
と
な
っ
て
い
た
方
も
申
請
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

拡
充
部
分
は
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
の

部
分
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
学
生
等

　
次
に
記
載
す
る
学
生
等
の
う
ち
、支

給
条
件
を
満
た
す
学
生
等
が
対
象
に

な
り
ま
す
。

① 

平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
16

年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、令
和
４
年

５
月
１
日
に
大
学
等
で
修
学
し
て

い
る
学
生
等

② 

自
宅
か
ら
大
学
等
に
通
学
し
て
い

る
学
生
等

③ 

令
和
５
年
度
大
学
の
入
学
を
目
指

し
、令
和
４
年
度
浪
人
生
も
対
象

1
．大
学
生
等
と
は
？

　

大
学
院
・
大
学
・
短
期
大
学
・
高
等
専

門
学
校（
第
４
学
年
及
び
第
５
学
年
に

限
る
）・
専
修
学
校（
専
門
課
程
に
限

る
）・
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
・
予

備
校

２
． だ
れ
が
も
ら
え
る
の
？（
支
給
対

象
者
）

　
学
生
等（
本
人
）ま
た
は
、学
生
を
養

育
し
て
い
る
父
母
等

３
．い
く
ら
も
ら
え
る
の
？（
給
付
額
）

　

村
外
で
父
母
等
と
離
れ
て
暮
ら
し

て
い
る
学
生
1
人
に
つ
き
、５
万
円
。

　

自
宅
か
ら
通
学
し
て
い
る
学
生
１

人
に
つ
い
て
、2
万
５
千
円

４
． も
ら
え
る
条
件
は
あ
る
の
？（
支

給
条
件
）

　

左
に
記
載
し
て
い
る
条
件
を
す
べ

て
満
た
し
て
い
る
者

① 

学
生
等
を
養
育
し
て
い
る
父
母
等

の
住
所
が
、令
和
４
年
５
月
１
日（
基

準
日
）に
村
に
住
所
登
録
が
あ
り
、

引
き
続
き
交
付
決
定
時
ま
で
住
所

登
録
が
あ
る
こ
と
。

② 

基
準
日
に
お
い
て
、学
生
等
で
あ
る

こ
と
。

③ 

令
和
３
年
度
子
育
て
世
帯
等
臨
時

特
別
支
援
事
業（
子
育
て
世
帯
へ
の

臨
時
特
別
給
付
）の
給
付
金
を
受
け

て
い
な
い
こ
と
。

お問合せ　白馬村教育委員会　子育て支援課　電話：0261-85-8101
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10月納期の
村税及び

料金
納期限 口座

振替日

納付方法・納付場所
現金払い

（金融機関及び役
場会計室）

現金払い
（コンビニエンス

ストア）
口座振替

クレジット
カード決済※

（インターネット）

スマートフォン決済
（PayPayまたは

LINE Pay）
村県民税
第３期分

10月31日
（月曜日）

10月25日
（火曜日）

○ ○ ○ ○ ○国民健康保険税
第5期分

後期高齢者医療保険料
第３期分 ○ ― ○ ― ―

上下水道料
10月請求分

10月25日
（火曜日）

10月25日
（火曜日） ○ ○ ○ ― ―

※：クレジットカード決済には、別途税額に応じた手数料がかかります。

村
税・料
金
の

お
支
払
い
に
つ
い
て

   お問合せ　白馬村役場　税務課　電話：0261-85-0712　住民課　電話：0261-85-0715　上下水道課　電話：0261-85-0714

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

令
和
５
年
１
月
か
ら
電
子
申
請

サ
ー
ビ
ス「
軽
自
動
車
Ｏ
Ｓ
Ｓ（
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
）」、「
軽
自

動
車
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ（
ジ
ェ
ン
ク
ス
）」

が
始
ま
り
ま
す
。ど
ち
ら
も
利
便

性
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い
て
村

民
の
皆
様
に
役
立
つ
サ
ー
ビ
ス
、

シ
ス
テ
ム
に
な
り
ま
す
。

・
軽
自
動
車
Ｏ
Ｓ
Ｓ
と
は

　

軽
自
動
車
を
保
有
す
る
た
め
に

は
、多
く
の
手
続（
検
査
申
請
、地

方
税
申
告
等
）と
税
・
手
数
料
の
納

付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。こ
れ
ら

の
手
続
と
税
・
手
数
料
の
納
付
を
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
一
括
し
て

行
う
こ
と
を
可
能
と
す
る
の
が「
軽

自
動
車
保
有
関
係
手
続
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス「
軽
自
動
車
Ｏ

Ｓ
Ｓ
」で
す
。（
Ｏ
Ｓ
Ｓ
と
は
、ワ
ン

（
Ｏ
）ス
ト
ッ
プ（
Ｓ
）サ
ー
ビ
ス（
Ｓ
）

の
略
称
で
す
。）

　
軽
自
動
車
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
つ
い
て
は
、

軽
自
動
車
検
査
協
会
に
対
す
る
検

査
申
請
に
係
る
手
続
や
納
付
を
対

象
に
電
子
化
を
実
現
し
た
も
の
と

な
り
ま
す
。

・
軽
自
動
車
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
と
は

　
自
動
車
税（
Ｊ
）納
付（
Ｎ
）確
認

（
Ｋ
）シ
ス
テ
ム（
Ｓ
）の
略
称
で
す
。

運
輸
支
局
の
端
末
で
、納
税
確
認

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、軽
自
動
車
税
の
納
税
証
明
書

を
提
示
し
な
く
て
も
車
検
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。た
だ
し
、次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス

で
は
、軽
自
動
車
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
に
よ

る
車
検
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

今
ま
で
ど
お
り
納
税
証
明
書
が
必

要
で
す
。

① 

納
付
し
た
ば
か
り
の
た
め
、運

輸
支
局
に
そ
の
情
報
が
提
供
さ

れ
て
い
な
い
場
合（
口
座
振
替

に
よ
る
納
付
を
含
む
）

② 

前
年
度
以
前
に
前
所
有
者
に
未

納
が
あ
る
場
合

③ 

減
免
を
受
け
て
い
る
方
で
、５

月
末
日
か
ら
６
月
末
日
ま
で
に

車
検
を
受
け
る
場
合

　

ま
た
、小
型
二
輪
自
動
車
は
軽

自
動
車
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
対
象
外
車
種
の

た
め
従
来
通
り
納
税
証
明
書
の
発

行
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

軽
自
動
車
Ｏ
Ｓ
Ｓ
、軽
自
動
車

Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
の
詳
し
い
情
報
に
つ
い

て
は
次
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
ご
確

認
い
た
だ
け
ま
す
。

Vol.6

お問合せ　白馬村役場　税務課　電話：0261-85-0712
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冬
期
間
の
し
尿
及
び
雑
排
水
汲
取
り
の

受
付
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

11（
い
い
）月
30（
み
ら
い
）

日
は「
年
金
の
日
」で
す
！

犬
の
飼
育
マ
ナ
ー
に

つ
い
て

し
尿
汲
取
り
申
込
み
に
つ
い
て

の
お
願
い

◯
し
尿
汲
取
り
に
つ
い
て

　

し
尿
の
汲
取
り
業
務
は
、年
末
に

申
し
込
み
が
集
中
し
ま
す
。こ
の
た

め
、年
内
に
汲
取
り
を
希
望
さ
れ
る

方
及
び
別
荘
等
を
管
理
さ
れ
、汲
取

り
を
必
要
と
さ
れ
る
方
に
つ
き
ま
し

て
は
、早
め
に
申
し
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。申
し
込
み
が
遅
く
な
り
ま

す
と
、年
内
に
汲
取
り
が
出
来
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

◯
冬
期
間
の
汲
取
り
業
務
に
つ
い
て

　

汲
取
り
業
務
は
、冬
期
間
で
も
実

施
し
て
い
ま
す
が
、積
雪
・
道
路
事
情

等
に
よ
り
作
業
が
予
定
ど
お
り
実
施

で
き
な
い
場
合
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
冬
期
間
に
汲
取
り
を
申
し
込
ま
れ

た
方
は
、便
槽
及
び
そ
の
周
辺
の
除

雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

◯
そ
の
他

・ 

便
槽
の
中
に
生
理
用
品
、ビ
ニ
ー
ル

類
、ス
リ
ッ
パ
等
捨
て
な
い
で
く
だ

さ
い
。

・ 

作
業
が
終
了
し
ま
す
と
汲
取
り
量

等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
レ
シ
ー
ト

を
渡
し
ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

雑
排
水
汲
取
り
受
付
終
了
に
つ
い
て

　
雑
排
水
を
年
度
内
に
汲
取
る
場
合

の
受
付
は
、11
月
末
で
終
了
し
、そ
れ

以
降
の
受
付
に
つ
い
て
は
翌
年
4
月

以
降
の
汲
取
り
と
な
り
ま
す
。（
降
雪

時
期
、受
付
状
況
に
よ
り
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

し
尿
及
び
雑
排
水
の
汲
取
り
申
し
込

み
先（
地
区
名
、氏
名
、電
話
番
号
を

お
伝
え
く
だ
さ
い
）

（
有
）山
田
商
会

電
話
：
0
2
6
1-

2
3-

4
4
4
6

住
所
：
大
町
市
大
町
5
4
2
2

・ 

受
付
時
間
等　

午
前
8
時
か
ら
正

午
ま
で
と
午
後
1
時
か
ら
午
後
5

時
ま
で（
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
国
民
お
一
人
お

一
人
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」等
を
活
用
し

な
が
ら
、高
齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い
を

巡
ら
し
て
い
た
だ
く
日
」と
し
て
。11（
い

い
）月
30（
み
ら
い
）日
を「
年
金
の
日
」と

し
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」や

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」で
、ご
自
身
の
年
金

記
録
と
年
金
受
給
見
込
額
を
確
認
し
、未

来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
ご
利
用
い
た

だ
く
と
、い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録

を
確
認
で
き
る
ほ
か
、将
来
の
年
金
受
給

見
込
額
に
つ
い
て
、ご
自
身
の
年
金
記
録

を
基
に
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」に
つ
い
て
は
、日

本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
い
た
だ
く
か
、松
本
年
金
事
務
所
に
お

問
合
せ
下
さ
い
。

　
河
原
・
公
園
・
道
路
な
ど
、

公
共
の
場
で
は
必
ず
犬
に

リ
ー
ド
等
を
着
用
し
て
、周

囲
の
方
の
迷
惑
に
な
ら
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、リ
ー
ド
が
ち
ぎ
れ

た
り
、首
輪
が
抜
け
た
り
し

て
犬
が
逃
げ
出
す
こ
と
の

な
い
よ
う
、点
検
は
毎
日
行

い
ま
し
ょ
う
。

　

散
歩
の
と
き
は
ビ
ニ
ー

ル
袋
等
を
持
っ
て
行
き
、犬

が
糞
を
し
た
と
き
に
は
必

ず
持
ち
帰
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
ま
ま
放

置
し
た
り
、地
面
に
埋
め
た

り
、公
衆
ト
イ
レ
で
捨
て

た
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

必
ず
持
ち
帰
っ
て
可
燃
ご

み
と
し
て
処
理
し
て
く
だ

さ
い
。

　

鳴
き
声
や
匂
い
が
迷
惑

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

周
囲
の
方
へ
の
配
慮
も
お

願
い
し
ま
す
。

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

お問合せ　日本年金機構 松本年金事務所　電話：0263-31-5150

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715
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ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？　

白
馬
の
す
い
ど
う（
第
17
回
）

安
心
し
て
飲
め
る
水
道
水

飲
み
水
や
炊
事
だ
け
で
な
く
、
洗

濯
、風
呂
、ト
イ
レ
な
ど
、私
た
ち
の

生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
の

が
水
で
す
。
今
回
は
、水
道
を
安
全
か

つ
快
適
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
設
け

ら
れ
て
い
る
水
質
基
準
や
水
質
検
査

に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

安
全
な
水
と
は
？

生
活
や
産
業
活
動
に
と
っ
て
、
最

も
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
一
つ
で

あ
る
水
道
は
、昭
和
32
年（
1
9
5
7

年
）に
制
定
さ
れ
た「
水
道
法
」と
い

う
法
律
に
基
づ
い
て
管
理
・
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
水
道
水
を
安
全
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、県
や
市
町

村
な
ど
の
水
道
事
業
者
に
は
、
水
道

法
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
た
水
質
基

準
に
適
合
し
た
水
の
供
給
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
質
基
準
と
は
、

国
が
定
め
た
水
道
水
の
品
質
規
格
と

も
言
え
る
も
の
で
、健
康
に
関
す
る

物
質
や
味
・
に
お
い
と
い
っ
た
性
状

な
ど
51
項
目
が
定
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、水
質
基
準
は
最
新
の
知
見

に
合
わ
せ
て
改
正
し
て
い
く
方
式
が

取
ら
れ
て
お
り
、毎
年
の
よ
う
に
基

準
項
目
や
基
準
値
の
改
正
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

い
つ
、
ど
こ
で
水
質
を

確
認
し
て
い
る
の
？

白
馬
村
で
は
、
検
査
機
関
へ
の
水

質
検
査
業
務
の
委
託
や
、
職
員
に
よ

る
水
質
検
査
に
よ
っ
て
確
認
し
て
い

ま
す
。
水
質
検
査
は
、水
源
地
で
で
き

あ
が
っ
た
水
道
水
だ
け
で
な
く
、原

水（
浄
化
・
消
毒
処
理
前
の
水
）や
浄

水
過
程
の
水
、
村
内
の
一
般
住
宅
な

ど
の
水
道
管
路
の
端
末
で
採
取
し
た

水
で
も
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
検
査

す
る
内
容
に
つ
い
て
は
、検
査
の
時

期
や
場
所
等
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、主
な
検
査
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。

① 

毎
日
検
査
※1
：
1
日
1
回
、7
箇
所

の
じ
ゃ
口
に
お
い
て
色
、濁
り
、残

留
塩
素
の
検
査
を
行
い
ま
す
。

② 

毎
月
検
査
：
1
ヶ
月
に
1
回
、3
水

源（
二
股
水
源
・
源
太
郎
水
源
・
楠

川
水
源
）端
末
じ
ゃ
口
に
て
10
項
目

の
検
査
を
行
い
ま
す
。

③ 

省
略
不
可
項
目
検
査
：
3
ヶ
月
に
1

回
、じ
ゃ
口
に
お
い
て
②
以
外
の
12

項
目
に
つ
い
て
検
査
を
行
い
ま
す
。

④ 

省
略
可
能
項
目
検
査
：
3
ヶ
月
に
1

回
、じ
ゃ
口
に
お
い
て
①
②
以
外
の

29
項
目
に
つ
い
て
検
査
を
行
い
ま

す
。た
だ
し
、過
去
の
検
査
結
果
に

よ
っ
て
は
、1
年
に
1
回
又
は
3
年

に
1
回
に
省
略
し
て
検
査
し
ま
す
。

⑤ 

全
項
目
検
査
：
1
年
に
1
回
、3
水

源
端
末
じ
ゃ
口
に
お
い
て
全
項
目

（
51
項
目
）に
つ
い
て
検
査
を
行
い

ま
す
。

⑥ 
管
理
項
目
検
査
：
1
年
に
4
回
、3

水
源
の
源
水
に
お
い
て
、大
腸
菌
・

嫌
気
性
芽
胞
菌
の
2
項
目
に
つ
い

て
検
査
を
行
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、水
源
の
水
質
が
著
し
く
悪

化
し
た
と
き
や
、水
源
に
異
常
の
あ
っ

た
と
き
な
ど
、必
要
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
と
き
に
検
査
を
行
い
ま
す
。

※ 

1 

毎
日
検
査
の
実
施
地
域
は
、沢

渡
、飯
田
、八
方
口
、白
馬
町
、嶺

方
、新
田
、落
倉
の
一
般
住
宅
と

な
り
ま
す
。

水
質
検
査
の
方
法
は
？

　

測
定
す
る
物
質
の
特
徴
に
合
わ
せ

て
、様
々
な
方
法
で
検
査
し
て
い
ま

す
。有

機
物（
ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
、そ
の

他
有
機
化
学
物
質
）：
揮
発
し
に
く
い

有
機
物
は
、
有
機
溶
剤
に
抽
出
し
ま

す
。
特
殊
な
装
置
で
ガ
ス
の
状
態
に

し
て
、そ
の
量
を
測
定
し
ま
す
。

金
属
類
、硬
度
な
ど
：
水
に
酸
を
加

え
て
水
中
の
金
属
を
全
部
溶
か
し
ま

す
。
専
用
装
置
で
金
属
分
子
の
数
を
数

え
て
、水
中
の
濃
度
を
測
定
し
ま
す
。

味
や
に
お
い
：
少
し
温
め
て
に
お
い

を
感
じ
や
す
く
し
て
、人
が
確
認
し

ま
す
。
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そ
の
他
に
も
、濁
り
具
合
を
示
す

濁
度
や
温
度
、
加
え
た
塩
素
の
量
、

p
H
等
を
装
置
で
測
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、二
股
浄
水
場
で
は
魚
を
飼
育

し
、生
き
物
に
よ
る
水
質
の
監
視
を

行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、水
質
検
査
の

結
果
は
、
白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

同
じ
水
質
基
準
の
水
は

同
じ
味
？

消
毒
と
殺
菌
が
目
的
で
水
道
水
に

は
塩
素
が
投
入
さ
れ
ま
す
。
正
確
に

は
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
い
う

物
質
に
な
り
ま
す
が
、こ
の
塩
素
が

原
水
に
含
ま
れ
る
ア
ン
モ
ニ
ア
性
窒

素
と
反
応
す
る
こ
と
で
ク
ロ
ラ
ミ
ン

が
生
じ
ま
す
。
こ
の
ク
ロ
ラ
ミ
ン
が

カ
ル
キ
臭
と
言
わ
れ
る
独
特
の
に
お

い
の
元
と
な
り
ま
す
。

塩
素
は
大
切
な
殺
菌
成
分
で
あ
り
、

衛
生
上
の
必
要
な
措
置
と
し
て
水
道

法
に
よ
り
、残
留
塩
素
を
1
リ
ッ
ト

ル
あ
た
り

0.1
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
上
保
持

す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

配
水
池
の
手
前
で
投
入
さ
れ
た
塩
素

も
、水
温
が
高
い
ほ
ど
、ま
た
じ
ゃ
口

ま
で
届
く
時
間
が
長
い
ほ
ど
消
費
さ

れ
る
量
が
多
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、白
馬
村
内
に
お
い
て
も
、配
水
池

に
近
い
じ
ゃ
口
と
端
末
の
じ
ゃ
口
で

は
、匂
い
の
感
じ
方
に
若
干
の
違
い

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
の
受
水
槽
を
設
置
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
は
、管
理
上
さ
ら
に
塩
素
を
加

え
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、匂
い
や
味

の
変
化
に
も
繋
が
っ
て
く
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

こ
の
水
大
丈
夫
？

! 
じ
ゃ
口
か
ら
茶
色
っ
ぽ
い
水
が

出
る
※2

答
水
道
管
の
工
事
な
ど
で
断
水
し

た
後
や
、長
時
間
水
を
使
わ
な

か
っ
た
時
な
ど
に
、水
道
管
の
内
部

に
付
着
し
た
錆
が
水
道
水
に
混
じ
る

こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。透
明
に
な
る

ま
で
、し
ば
ら
く
水
を
流
し
て
か
ら

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。こ
の
と
き
流

し
た
水
は
、バ
ケ
ツ
な
ど
に
汲
み
置

き
し
て
、清
掃
や
庭
の
ま
き
水
な
ど

の
雑
用
水
と
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

※
2 

し
ば
ら
く
水
を
流
し
て
も
改
善

さ
れ
な
い
場
合
は
役
場
上
下
水

道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

!
じ
ゃ
口
か
ら
白
っ
ぽ
い

水
が
出
る

答
コ
ッ
プ
な
ど
に
汲
ん
で
、し
ば

ら
く
置
い
て
お
く
と
下
の
方
か

ら
徐
々
に
透
明
に
な
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、白
く
見
え
て
い
る
の
は
水
中
に

溶
け
込
ん
で
い
た
空
気
が
細
か
い
泡

と
な
っ
た
も
の
で
す
。こ
の
場
合
、安

全
性
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

!
じ
ゃ
口
の
周
り
や
加
湿
器
の
吹

き
出
し
口
、湯
沸
か
し
ポ
ッ
ト

の
内
側
な
ど
に
白
い
も
の
が
付
着
す

る答
水
分
が
蒸
発
し
た
後
、表
面
に

白
い
斑
点
が
で
き
、こ
れ
が
繰

り
返
さ
れ
る
と
厚
み
の
あ
る
白
い
塊

に
な
り
ま
す
。こ
れ
は
水
道
水
に
含

ま
れ
て
い
る
ミ
ネ
ラ
ル
分（
ナ
ト
リ

ウ
ム
・
カ
ル
シ
ウ
ム
・
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
・

カ
リ
ウ
ム
・
ケ
イ
素
な
ど
）で
す
の
で
、

安
全
性
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
問
合
せ
下
さ
い

白
馬
村
水
道
事
業
で
は
、
村
民
の

皆
様
が
毎
日
安
心
し
て
水
道
水
を
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、安
全
な
水

の
安
定
供
給
を
第
一
に
掲
げ
て
事
業

運
営
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
水
道
利

用
に
関
し
て
気
に
な
る
こ
と
や
、ご

不
明
な
こ
と
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お問合せ　白馬村役場　上下水道課　電話：0261-85-0714
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有
毒
き
の
こ
に
よ
る
食
中
毒
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

第
３
回　
白
馬
村
の
農
林
業　
（
認
定
農
業
者
、人
・
農
地
プ
ラ
ン
）

　

例
年
、秋
に
な
る
と
有
毒
き
の
こ
に
よ
る

食
中
毒
が
集
中
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。村

民
の
皆
様
は
、次
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
注

意
し
て
、有
毒
き
の
こ
に
よ
る
食
中
毒
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

有
毒
き
の
こ
に
よ
る
食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

〇 

知
ら
な
い
き
の
こ
は
採
ら
な
い
、食
べ
な
い
、

売
ら
な
い
、人
に
あ
げ
な
い
。

〇 

食
べ
ら
れ
る
き
の
こ
の
特
徴
を
完
全
に
覚

え
る
。

〇
誤
っ
た
言
い
伝
え
や
迷
信
を
信
じ
な
い
。

×「
柄
が
縦
に
裂
け
る
き
の
こ
は
食
べ
ら
れ
る
」

×�「
ナ
ス
と
一
緒
に
煮
る
と
毒
消
し
に
な
る
」　

な
ど

・ 

も
し
、き
の
こ
食
中
毒
だ
と
思
っ
た
ら
、す

ぐ
に
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

・ 

食
べ
た
も
の
が
残
っ
て
い
る
場
合
は
、受
診

の
際
、お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

長
野
県
で
は
き
の
こ
に
詳
し
い
方
を「
き

の
こ
衛
生
指
導
員
」と
し
て
委
嘱
し
、き
の
こ

に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　
「
き
の
こ
衛
生
指
導
員
」に
よ
る
鑑
別
相
談

に
つ
い
て
は
最
寄
り
の
保
健
福
祉
事
務
所（
保

健
所
）の
食
品
衛
生
相
談
窓
口
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

〇
認
定
農
業
者
制
度

　

認
定
農
業
者
制
度
は
、村
の
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
基
本
構
想
に
基
づ
き
農
業
者
が
作
成

し
た
計
画
を
村
が
認
定
し
ま
す
。認
定
を
受
け

る
と
農
業
機
械
、農
業
施
設
等
に
対
し
て
の
財

政
支
援
が
あ
り
ま
す
。こ
の
他
、国
や
県
の
支
援

を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
白
馬
村
の
認
定
農
業
者
は
、農
業
法
人
７
、個

人
農
家
28
、認
定
新
規
就
農
者
５
の
合
計
40
経

営
体
が
あ
り
、こ
の
う
ち
大
規
模
営
農
し
て
い

る
３
法
人（
60
ｈ
ａ
～
１
３
０
ｈ
ａ
）に
、村
の

転
作
の
ほ
ぼ
全
て
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
て

い
る
状
況
で
す
。

　
全
国
的
に
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ
り
農
業

の
担
い
手
不
足
が
課
題
で
す
。農
家
が
減
少
す

る
と
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
、鳥
獣
被
害
も
増

加
し
ま
す
。ま
た
農
業
は
景
観
形
成
に
も
大
き

く
貢
献
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

認
定
農
業
者
の
役
割
は
今
後
、益
々
重
要
に
な

り
ま
す
。

　

認
定
農
業
者
制
度
は
、農
業
経
営
者
と
し
て
、

が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
と
い
う
農
業
者
を
育
成
す

る
制
度
で
す
の
で
、性
別
、専
業
・
兼
業
別
を
問

わ
ず
、耕
作
面
積
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、５
年

後
の
経
営
目
標
値
を
設
定
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

新
規
就
農
相
談
も
含
め
、農
政
課
が
窓
口
と

な
り
、県
や
Ｊ
Ａ
担
当
者
も
対
応
し
ま
す
。ま
ず

は
農
政
課
ま
で
お
問
合
せ
願
い
ま
す
。

〇
人
・
農
地
プ
ラ
ン

　

農
業
の
担
い
手
不
足
に
伴
い
、平
成
24
年
度

か
ら
、各
地
域
が
抱
え
る「
人
と
農
地
の
問
題
」

を
解
決
す
る
た
め
、地
域
の
話
合
い
に
よ
り
、今

後
の
地
域
の
中
心
と
な
る
農
業
経
営
体
を
定
め
、

そ
こ
へ
の
農
地
集
積
を
進
め
る
た
め
、「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」を
作
成
す
る
取
組
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

村
に
は
、神
城
地
区
・
北
城
地
区
・
青
鬼
地
区

の
３
つ
の「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」が
あ
り
ま
す
。そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、中
心
と
な
る
認
定
農
業
者

を
定
め
て
い
ま
す
が
、月
日
の
経
過
に
伴
い
、見

直
し
が
必
要
な
時

期
に
来
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
北
城
南

部
地
区
ほ
場
整
備

（
深
空
、
白
馬
町
、

八
方
口
、
瑞
穂
周

辺
）が
終
了
す
る

令
和
６
年
度
を
目

途
に
、話
し
合
い

に
よ
り
プ
ラ
ン
の

見
直
し
を
す
る
予

定
で
す
。

お問合せ　白馬村役場　農政課　電話：0261-85-0766

お問合せ　白馬村役場　農政課　電話：0261-85-0766

〇有毒きのこの鑑別方法は下記のアドレスを参考にしてください。
「有毒きのこにご注意を！」（長野県ホームページ）

　https://www.pref.nagano.lg.jp/shokusei/kenko/shokuhin/shokuchudoku/dokukinoko.html

人・農地プランの話し合い

ほ場整備する前の耕作放棄地
（深空周辺）

新規就農者　落花生ほ場
（大出周辺）
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マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
の
対
象
と
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
期
限
が
12
月
末
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
！

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
の
対
象
と
な
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
期
限
が
、令
和
４
年
９

月
末
か
ら
令
和
４
年
12
月
末
ま
で
延
長
さ
れ
ま

し
た
！
ま
だ
カ
ー
ド
の
取
得
申
請
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
と
な
る
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
取
得
申
請
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
の
詳
細

（
1
） マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
新
規
取
得
者（
最
大

5
，0
0
0
円
相
当
の
ポ
イ
ン
ト
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
新
規
取
得
者
や
、す

で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
済
み
で
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
1
弾
に
申
し
込
み
を
し
て
い

な
い
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

登
録
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
ご
利
用

（
チ
ャ
ー
ジ
）額
の
25
％
」が
付
与
さ
れ
ま
す
。

（
最
大
5
，0
0
0
円
相
当
の
ポ
イ
ン
ト
）

（
2
） 健
康
保
険
証
の
利
用
登
録
を
行
っ
た
方

     

（
7
，5
0
0
円
相
当
の
ポ
イ
ン
ト
）

（
3
） 公
金
受
取
口
座
登
録
を
行
っ
た
方

     

（
7
，5
0
0
円
相
当
の
ポ
イ
ン
ト
）

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
期
限
は
令
和
５
年

２
月
28
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。カ
ー
ド
申
請
か
ら

受
け
取
り
ま
で
１
カ
月
程
度
か
か
る
の
で
、マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ま
だ
持
っ
て
い
な
い
人
は

早
め
に
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

■
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
支
援
窓
口

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
予
約
・
申
込
で
は
、マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
読
み
取
り
が
必
要
で
す
。

　

自
宅
に
カ
ー
ド
を
読
み
取
る
環
境
が
な
い
場

合
は
役
場
住
民
課
窓
口
で
手
続
が
可
能
で
す
。手

続
き
は
予
約
が
必
要
な
た
め
ご
予
約
の
上
、ご
来

庁
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
マ

ル
チ
コ
ピ
ー
機
・
A
T
M
）・
携
帯
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
予
約
・
申
込
の
た
め
の
端
末

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
公
式
サ
イ
ト

（h
ttp

s://m
yn

u
m

b
e

rcard
.p

o
in

t.
soum

u.go.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
は
お
早
め

に
お
願
い
し
ま
す
。

　
カ
ー
ド
が
出
来
上
が
っ
た
人
へ
、交
付
通
知
を

送
付
し
て
い
ま
す
。交
付
通
知
が
届
い
た
ら
、ご

予
約
の
上
、お
早
め
に
受
け
取
り
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

カ
ー
ド
を
申
請
し
て
か
ら
１
カ
月
以
上
経
過

し
て
も
交
付
通
知
が
届
か
な
い
場
合
は
、住
民
課

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715
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第
52
回
白
馬
村
文
化
祭
に
つ
い
て

令
和
4
年
度
上
半
期
の
村
長
交
際
費

支
出
内
訳
を
公
表
し
ま
す

今
年
度
の
文
化
祭
は
11
月
４
日（
金
曜
日
）か
ら

６
日（
日
曜
日
）に
か
け
て
ウ
イ
ン
グ
21
で
開
催
し

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
文
化
芸
術
活
動
が

制
限
さ
れ
て
い
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、学
習
活

動
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、多
く
の
村
民

の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

感
染
対
策
を
し
た
う
え
で「
作
品
展
示
」「
ス
テ
ー

ジ
芸
能
発
表
」は
例
年
通
り
の
開
催
を
し
ま
す
。
ス

テ
ー
ジ
発
表
は
ユ
ー
テ
レ
白
馬
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、撮
影
を
行
い
後
日
放
映
も
し
ま
す
。
ま
た
、

「
バ
ザ
ー
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
出
店
」の
食
品
に

つ
き
ま
し
て
は『
個
包
装
で
持
ち
帰
り（
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
）品
の
み
』と
し
ま
す
。

詳
細
内
容
は
10
月
末
に
新
聞
折
り
込
み
や
白
馬

村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

交
際
費
と
は
、地
方
自
治
法
に
規
定
さ
れ
た
歳
出

予
算
区
分
の
ひ
と
つ
で
、村
政
の
円
滑
な
推
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、村
長
が
村
を
代
表
し
て
外
部
と

交
際
す
る
た
め
に
要
す
る
経
費
で
す
。
公
表
す
る
内

容
は
、支
出
日
・
摘
要
・
金
額
で
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
の
た
め
個
人
氏
名
の
公
開
は
差
し
控
え
て
い
ま
す
。

お問合せ　白馬村公民館　電話 :0261-85-0726

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

大
町
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

お問合せ　大町税務署　個人課税部門　電話：0261–22–0674
　　　　　　　　　　　法人課税部門　電話：0261–22–0892

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す
る
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

■
会　
場

　
大
町
税
務
署　
会
議
室

■
日　
時

　
令
和
４
年
11
月
９
日
（
水
曜
日
）

　
　
午
前
10
時
か
ら
12
時

　
　
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分

　
令
和
４
年
12
月
14
日
（
水
曜
日
）

　
　
午
前
10
時
か
ら
12
時

　
　
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分

■
定　
員

　

 

各
回
15
名
（
先
着
順
に
よ
る
事

前
予
約
制
）

■
内　
容

　

 

消
費
税
の
基
本
的
な
仕
組
み
と

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
基
本
的
な

事
項

■
そ
の
他

　

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
状
況
に
よ
り
相
談
会
の

開
催
を
延
期
ま
た
は
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

支出日 摘     要 金額（円）
5 月 20 日 告別式　香典 10,000
5 月 22 日 告別式　香典 10,000
5 月 22 日 告別式　生花 7,500
6 月 4 日 告別式　香典 10,000
6 月 4 日 告別式　生花 7,500

6 月 10 日 告別式　香典 5,000

6 月 19 日 Acalie HAKUBA MIRAI フィールド 完成披露・
こけら落とし　御祝酒 4,100

7 月 5 日 2022 年原水爆禁止国民平和大行進　激励金 5,000
7 月 15 日 反核平和の火リレー　激励金 5,000
9 月 30 日 白馬五竜そば祭り会費 5,000
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9
月
21
日
と
22
日
に
二
学
期
の
中
間
テ
ス
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
テ
ス
ト
前
に
は
塾
で
も
多
く
の
生
徒
が
学
習
し

て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
、
日
ご
ろ
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
3
年
生
の
中
に
は
進
路
が
本
格
的
に

決
ま
っ
て
き
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
悔
い
の
残
ら
な
い
よ

う
に
し
っ
か
り
と
準
備
し
て
本
番
に
臨
め
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
10
月
に
は
1
年
生
の
就
労
体
験
と
2
年
生
の
修

学
旅
行
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
学
ん
で
成
長
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
近
年
は
感
染
症
の
影
響

も
あ
り
、
活
動
が
制

限
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
長
い

よ
う
で
短
い
学
生
生

活
を
大
い
に
満
喫
し

て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

公
営
塾
で
は
引
き

続
き
新
規
の
入
塾
者

を
募
集
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

7
月
26
日
〜

7
月
28
日
の
3

日
間
、
白
馬
北

小
学
校
の
5
・

6
年
生
が
姉
妹

都
市
提
携
を
結

ん
で
い
る
和
歌

山
県
太
地
町
に

訪
問
し
、
太
地

小
学
校
の
児
童
と
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

両
校
は
、
毎
年
お
互
い
に
、
冬
に
白
馬
村
で

雪
遊
び
等
雪
山
の
文
化
を
体
験
し
、
夏
に
太
地

町
で
磯
遊
び
等
海
の
文
化
に
触
れ
、
交
流
し
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
3
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

予
報
で
は
天
候
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
穏
や
か
な
太
平
洋
の

海
で
磯
遊
び
を

楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に

負
け
ず
、
両
村

の
交
流
が
末
永

く
続
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま

す
。

し
ろ
う
ま
女
性
会
で
は
、
次
の
日
程
で
古
紙

回
収
を
行
い
ま
す
。

日
時
：
11
月
8
日
（
火
曜
日
）

　
　
　
午
前
8
時
〜
午
前
9
時

場
所
：
ウ
イ
ン
グ
21
駐
車
場

◇
回
収
す
る
も
の

　�

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
糊
付
け
、
ホ
チ
キ
ス
は

取
外
し
不
要
で
す
）・
カ
レ
ン
ダ
ー
（
金
具

は
外
し
て
く
だ
さ
い
）・
は
が
き
・
名
刺
・

白
地
印
刷
物
・
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
く
ず
・
ノ
ー

カ
ー
ボ
ン
紙
・
感
熱
紙

　
※�

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
カ
レ
ン
ダ
ー
、
は
が
き
、

名
刺
、
白
地
印
刷
物
の
出
し
方

　
→�

回
収
業
者
指
定
の
箱
も
し
く
は
段
ボ
ー
ル

箱
に
入
れ
、
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で
止
め
る

　
→�

紙
ひ
も
で
縛
る
か
紙
袋
に
入
れ
る

　
　�

バ
ラ
バ
ラ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。

　
※�

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
く
ず
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入

れ
て
く
だ
さ
い

◇�

今
回
の
回
収
は
毎
週
火
曜
日
に
行
わ
れ
る
リ

サ
イ
ク
ル
物
の
収
集
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
、

各
地
区
の
ご
み
収
集
場
に
置
か
な
い
よ
う
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
搬
入
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
に
ご
配
慮

を
お
願
い
し
ま
す
。

し
ろ
う
ま
學
舎
　
9
月
活
動
報
告
書

�

公
営
塾
「
し
ろ
う
ま
學
舎
」

　満
岡

姉
妹
都
市
交
流

太
地
町
訪
問

古
紙
回
収
の
お
知
ら
せ

   お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002
   お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

   お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002　　住民課　電話：0261-85-0715

地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
報
告
Vol.37

はくば10月.indd   13はくば10月.indd   13 R4/10/05   13:58R4/10/05   13:58
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お問合せ　白馬村役場　農政課　電話：0261-85-0766

白
馬
村
の
ナ
ラ
枯
れ
に
つ
い
て

１
．
ナ
ラ
枯
れ
の
状
況

�

白
馬
村
で
は
平
成
21
年
に
和
田
野
区
・
ど
ん
ぐ
り
区
で
ナ
ラ
枯

れ
被
害
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
防
除
対
策
を
実
施
し

た
結
果
、
一
旦
、
被
害
は
収
ま
り
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
度
に

岩
岳
地
区
、
ど
ん
ぐ
り
地
区
周
辺
で
被
害
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
か
ら
ナ
ラ
枯
れ
防
除
対
策
事
業
と
し
て
、
薬
剤
に

よ
る
樹
幹
注
入
や
伐
倒
く
ん
蒸
の
ほ
か
、
被
害
の
大
き
い
岩
岳

地
区
で
は
木
の
若
返
り
を
図
る
更
新
伐
を
行
い
ま
し
た
。
ナ
ラ

枯
れ
処
理
は
相
当
な
費
用
を
要
す
る
た
め
、
村
は
住
宅
周
辺
や

遊
歩
道
周
辺
を
中
心
に
処
理
し
て
い
ま
す
が
、
岩
岳
や
ど
ん
ぐ

り
付
近
の
容
易
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
な
い
山
林
で
の
ナ
ラ
枯

れ
が
目
立
ち
ま
す
。

ナ
ラ
枯
れ
は
7
〜
8
年
の
周
期
で
現
れ
、
4
〜
5
年
で
終
息

し
ま
す
が
、
高
齢
の
大
径
木
が
多
く
、
若
木
は
少
な
い
傾
向
で
す
。

２
．
ナ
ラ
枯
れ
の
原
因

ナ
ラ
菌
を
持
っ
た
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
が
樹
の
幹
に
大

量
に
穴
を
開
け
、
樹
体
内
で
ナ
ラ
菌
を
蔓
延
さ
せ
、
通
水
が
阻

害
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

３
．
ナ
ラ
枯
れ
の
被
害
を
受
け
る
樹
種

�

　
ミ
ズ
ナ
ラ
、
コ
ナ
ラ
、
カ
シ
ワ
、
ク
ヌ
ギ
、
ク
リ
等

４
．
ナ
ラ
枯
れ
の
特
徴

①�

梅
雨
明
け
後
〜
晩
夏
に
急
に
枯
れ
始
め
ま
す
。

②�

葉
が
赤
褐
色
や
茶
色
に
変
色
し
、
落
葉
し
ま
せ
ん
。

③�

幹
に
直
径
約
1
〜
2
mm
の
穴
が
た
く
さ
ん
空
い
て
い
ま
す
。

④�

木
の
根
元
に
フ
ラ
ス
（
木
屑
）
が
落
ち
て
い
ま
す
。

５
．
ナ
ラ
枯
れ
の
対
応
に
つ
い
て

①�

現
地
調
査
し
、
関
係
者
（
県
・
村
・
林
業
事
業
者
等
）
に
よ

る
対
策
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

②�

カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
予
防
の
た
め
、
樹
幹
注
入
剤
処
理

を
行
い
、
危
険
性
の
高
い
被
害
は
、
伐
採
し
、
く
ん
蒸
処
理

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

③�

被
害
拡
大
防
止
の
た
め
の
森
林
整
備
（
間
伐
等
）
を
実
施
し
、

森
の
若
返
り
を
図
っ
て
い
ま
す
。

６
．
村
民
の
皆
様
へ
の
お
願
い

①�

ナ
ラ
枯
れ
も
含
め
、
個
人
の
財
産
は
所
有
者
責
任
で
の
管
理

が
基
本
と
な
り
ま
す
。

②�

所
有
す
る
土
地
に
ナ
ラ
枯
れ
が
あ
る
場
合
は
、
専
門
業
者
等

に
相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

③�
大
径
木
の
被
害
が
多
い
傾
向
な
の
で
伐
採
に
努
め
、
若
木
の

う
ち
に
利
用
し
、
森
の
若
返
り
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

④�
倒
木
被
害
の
ほ
か
、
景
観
上
も
良
く
な
い
の
で
、
伐
採
に
つ

い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑤�

村
内
で
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害
木
に

猛
毒
キ
ノ
コ
の
カ
エ
ン
タ
ケ
が
生
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
願
い
ま
す
。

⑥�

村
が
実
施
す
る
ナ
ラ
枯
れ
処
理
は
、

村
有
地
が
基
本
で
す
。

⑦��

住
宅
周
辺
や
道
路
周
辺
等
に
あ

り
、
倒
木
等
に
よ
り
生
命
財
産
に

危
害
が
及
ぶ
恐
れ
の
あ
る
場
合
は
、

個
人
所
有
地
で
も
対
応
し
ま
す
の

で
、
役
場
農
政
課
へ
ご
相
談
願
い

ま
す
。

ナラ枯れ被害木の伐採

カシノナガキクイムシ

ナラ枯れ被害木くん蒸処理 ナラ枯れ被害木
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所
有
者
不
明
土
地
の
解
消
に
向
け
て
、
不
動
産
に
関
す
る

ル
ー
ル
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

①
相
続
土
地
国
庫
帰
属
制
度

令
和
5
年
4
月
27
日
か
ら
、
相
続
に
よ
っ
て
取
得
し
た
不

要
な
土
地
を
国
に
引
き
取
っ
て
も
ら
え
る
制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

※
対
象
外
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

②
相
続
登
記
の
申
請
義
務
化

令
和
6
年
4
月
1
日
か
ら
、
不
動
産
を
取
得
し
た
相
続
人

に
対
し
、
そ
の
取
得
を
知
っ
た
日
か
ら
3
年
以
内
に
相
続
登

記
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

士
業
（
税
理
士
・
行
政
書
士
・
司

法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
・
社
会

保
険
労
務
士
）
に
よ
る
無
料
合
同
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
申
し
込
み
は

不
要
で
す
の
で
、
当
日
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
状
況
に
よ
り
、
一
部
士
業
の

相
談
及
び
相
談
会
自
体
を
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時
　
11
月
12
日
（
土
曜
日
）

　
　
　
　
　�

午
後
1
時
か
ら
午
後
4

時
ま
で

場
　
　
所
　�

大
町
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
　
2
階
会
議
室

相
談
内
容
　�

税
金
、
各
種
許
可
申
請
、

各
種
登
記
、
相
続
贈
与
、

土
地
測
量
、
労
務
関
係
、

年
金
な
ど

　
長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く

全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る

「
長
野
県
最
低
賃
金
」
が
、
令

和
4
年
10
月
1
日
（
土
曜
日
）

か
ら
時
間
額
9
0
8
円
に
改
正

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
対
象
と
な
る
賃
金
は
、

通
常
の
労
働
時
間
・
労
働
日
に

対
応
す
る
賃
金
で
、
臨
時
に
支

払
わ
れ
る
賃
金
、
精
皆
勤
手
当
、

通
勤
手
当
及
び
家
族
手
当
な
ど

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
等
に
対
す
る
賃
金
の
引

き
上
げ
の
環
境
整
備
、
雇
用
の

維
持
を
図
る
た
め
の
支
援
策
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

長
野
財
務
事
務
所
で
は
、
ロ
ー
ン
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
の
返
済
に
お
悩
み
の
方
か
ら
の
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
法
律
の
専
門
家
を

紹
介
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
匿
名
で
も
構
い

ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

［
受
　
　
付
］
平
日
８
時
半
〜
12
時
、

　
　
　
　
　��

13
時
〜
16
時
半

土
地
を
手
放
し
て
国
庫
に
帰
属
す
る

制
度
の
創
設
、相
続
登
記
の
申
請
が

義
務
化
さ
れ
ま
す

大
北
地
域
士
業
合
同

相
談
会
の
お
し
ら
せ

長
野
県
最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

借
入
の
返
済
に
お
困
り
の
方
、

ご
相
談
く
だ
さ
い

お問合せ　長野地方法務局不動産登記部門
電話：026-235-6645

［お問合せ］
財務省　関東財務局

長野財務事務所「多重債務専門相談窓口」
電話：026-234-2970（直通）

長野市旭町 1108長野第２合同庁舎５階

お問合せ先
「最低賃金」については、長野労働局労働基準部賃金室　電話：026-223-0555

又は最寄りの労働基準監督署
「助成金」に関するお問合せ先　業務改善助成金　長野労働局雇用環境・均等室　電話：026-223-0560

キャリアアップ助成金　長野労働局　職業対策課　電話：026-226-0866

お問合せ　税理士会大町支部　支部長　川上正嗣　電話：0261-62-3413
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本校生徒の多くが利用している大糸線は、今年で全線開通 65周年を迎えま

した。これを記念した臨時快速列車「リゾートビューふるさと」が 20日（土）、

21日（日）に松本～南小谷間を運行するにあたって開かれた白馬駅での歓迎

セレモニーに、本校の吹奏楽部、ダンス部の生徒のほか、活動に興味のあるボ

ランティア生徒が参加しました。 

歓迎セレモニーでは、駅のホームで楽器の演奏やダンスを披露し、旅行客の

皆さんをおもてなししました。参加した生徒のひとりは、「自分たちなりのお

もてなしができたと思う。少しの時間だったが、楽しんでもらえたようでよか

った。」と感想を語りました。 

大糸線は白馬高生にとってなくてはならない存在です。今後の存続・発展の

ために学校ができることを考えていきます。 

 

昨年はコロナ禍により PTA の皆様にはご参加いただけませんでした

が、今年は休日にもかかわらず保護者の皆様をはじめ、多くの先生方に参

加いただき実施することができました。 

当日は教室ペンキ塗り、体育館前駐車場整備、テニスコート整備、グラ

ンド整備、花壇整美を分担し、無事に終えることができました。作業後に

はそれぞれの場所が見違えるほどきれいになりました。ご協力いただいた

保護者の方からは「初めての奉仕活動でしたが、子どもたちと一緒に活動

出来て良い機会だったと思います。」とのありがたい感想をいただきまし

た。 

自分たちの学習環境を自分たちでより良くしていくことで、施設を大切

に使用する意識を更に持ってもらいたいと思います。協力してくださった

皆様、本当にありがとうございました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
  
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
  

白 馬   

高 校   

HAKUBA H.S. 
Report Channel 
白馬高校レポートチャンネル 

  

令和４年９月 15日（第 173号） 

発行：白馬高校 教務係 

  TEL 0261(72)2034(代表) 

 

 

ホームページも

ご覧ください⇒ 

８月 20日、21日 大糸線全線開通 65周年記念イベントに本校生徒が協力しました 

 ９月３日 生徒自ら行う学習環境整美 
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学校設定科目である「北アルプス学」の授業の一環で、地元選出の宮澤

敏文県会議員による「北アルプス山麓ブランド」についての特別講義を１

年生対象に行いました。 

宮澤先生には、「物語性」「独自性」「信頼性」「将来性」という４つのキ

ーワードから、「ブランド化」を通した地域の魅力発信および活性化につい

てお話いただきました。「北アルプス山麓ブランド」について初めて知った

生徒も多く、宮澤先生のお話を聞いて様々な気づきがあったようです。以

下、生徒の感想です。 

「今回の講義を聞いて、よりいっそう白馬ってすごいところなんだなと

思いました。この小さな村でも特産物や白馬にしかないものなどが結構あ

ると知って驚きました。」 

「地域を変えるには、その時代の変化を捉えることがすごく大事だと思

いました。」 

「空気がおいしいのも、水がキレイなのも北アルプス山脈の恵みだと思

います。白馬が元気なのはそういった自然だけでなく、生産者の笑顔も理

由の一つだと思いました。」 

これからも生徒たちには、授業を中心とした本校の様々な教育活動を通

して、北アルプス地域の魅力を発見し、主体的に探究しようとする態度を

養っていってほしいと思います。 

 新生徒会役員を決める立会演説会および投票が体育館で行われま

した。対面で選挙を行うのは実に３年ぶりで、臨場感があり、立候

補者の思いがより伝わってきました。候補者たちの公約は、白馬高

校をよりよくするために自分たちに何ができるのか、それぞれが悩

み抜いて考え出したことが伝わるものでした。 

新生徒会メンバーを中心に生徒・職員一丸となって、白馬高校を

より魅力あふれる学校にしていきましょう。 

地震発生に伴う火災を想定した避難訓練を行いました。発報

から生徒全員が体育館前広場まで避難するのにかかった時間

は３分 47 秒でした。学校長の講評では、「自分は大丈夫だろ

う」という安全バイアスは捨てて、とにかく避難することを第

一に考えること、また、何か異変に気づいた場合はすぐに周り

に伝えること、などの話がありました。教室に戻った後には、

オクレンジャーでの安否確認の確認・練習を行いました。 

 生徒の正しい防災意識・知識の涵養のため、今後も様々な場

面を通じて防災教育を行っていきます。 

 
 
 
  
  
    
  
    
   
 
  
 
  
  

 
   
  
   
  
  

 ９月９日 宮澤県議による特別講義 

 
９月７日 生徒会選挙 

 
９月 14日 防災訓練 
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図書館だより
No.251

令和4年10月
白馬村図書館
TEL（72）-5200

図書館の
おやすみ

図書館の
開館時間

・月曜日　祝日
・毎　月　最終金曜日（館内整理休館日）
　　　　　→祝日と重なる場合、休館日が変更となります。
・その他　やむを得ず、臨時休館・臨時閉館する場合があります。

午前9時〜午後6時

書　　名 著者名
おじゃましまーす りとう　ようい/作・絵
やぎのジョニーの夢 かわまた　あやこ/文・絵
めをさませ 五味　太郎/作
トイレのなか、みせてみせて！ ヒド・ファン・ヘネヒテン/文・絵
トラブル旅行社2　魔獣牧場でホームステイ 廣嶋　玲子/文

【児童書・絵本】

書　　名 著者名
鯖猫長屋ふしぎ草紙　10 田牧　大和
名乗らじ（空也十番勝負　8) 佐伯　泰英
神招きの庭　6 奥乃　桜子
新！店長がバカすぎて 早見　和真
レッドゾーン 夏川　草介
いつもの木曜日 青山　美智子
瓢箪から人生 夏井　いつき
花と器の素敵な合わせ方 小川　典子
犯罪心理学者が教える 子どもを呪う言葉・救う言葉 出口　保行

【一般・郷土】
〇新着案内

小さな町で、猫のローズマリーと鳩
のパクチーと探し物屋さんをしてい
るルッコラ。双子のラビとバニから、
お洋服を探してほしいと依頼がきて…。
かわいい探し絵の絵本。

『ルッコラのちいさなさがしものやさん』
北澤　平祐

両親のかわりに、りんごを売りに行
くことになったパティ。よそ見をし
ていたら、小さいしろくまにぶつかっ
て、りんごが傷だらけに…。アップ
ルパイのレシピも収録。

『レッサーパンダのパティ
りんごばたけのアップルパイ』
serico/え 「だいこん　たべたい」

だいこんを求めて、暗い海から、は
るばるやってきたのはタコでした。
第42回講談社絵本新人賞受賞作。

『タコとだいこん』
伊佐　久美 /作

異文化を乗り越え発表された、小泉八
雲の「怪談」。ギリシア生まれのジャー
ナリスト（小泉）と、武家の娘・セツ
との出会い、文学作品が生み出される
までをドラマティックに描く。

『ヘルンとセツ』
田渕　久美子

少年係調査官・庵原かのんの元には、
罪を犯した少年少女や保護者たちが
面会にやってくる。「聴く」ことしか
できない…、声なき声に耳を傾ける
家裁調査官の活躍を描く連作短篇シ
リーズ。

『家裁調査官・庵原かのん』
乃南　アサ

ゾッとする終活、理想的な終活…、一
番幸せなエンディングとは ? 余命わ
ずかな4人の終活を描いた、驚き、笑
い、感動の心揺さぶられる傑作短編
ミステリー。

『終活中毒』
秋吉　理香子

2022年2月24日に始まったロシアによるウ
クライナ侵攻。どうして戦争は始まったのか、
海外での報道の様子、現代ロシアの軍事戦略
など、戦争勃発から150日間を、写真や図で
わかりやすく解説する。

内容紹介

今
月
の
お
す
す
め
本

『13歳からの
ウクライナ戦争150日新聞』
黒井　文太郎 /監修

〇リサイクルブック実施のお知らせ 〇10・11月の休館日
第52回白馬村文化祭にて、リサイクルブックを実施します。
除籍した本や、蔵書とならなかった寄贈本を、ご希望の方
にお譲りします。お持ち帰り用の袋は各自でご用意ください。

・毎週月曜日
・祝日（11/3 ・ 11/23）
・館内整理休館日 （10/28・11/25）
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1 0月～ 1 1月　保健ガイド
16日～翌月末までの予定を日付順に記載しています。

■休・祝日緊急当番医表
月日 曜日 北部地区

（白馬・小谷） 大町市内 南部地区
（池田・松川） 歯科 白馬村内薬局

当番店
10月23日 日 小谷村診療所 市立大町総合病院 西森整形外科 グリーン歯科クリニック 大町市（0261）23-6666 ー
10月30日 日 栗田医院 野村クリニック 太田医院 おだ歯科 白馬村（0261）72-6482 太田薬局
11月  3日 木 神城醫院 伊東医院 松本クリニック オクハラデンタルクリニック 大町市（0261）23-0500 フジノヤ薬局
11月  6日 日 白馬診療所 いしぞね内科・外科クリニックせりざわクリニック あづみ野歯科 松川村（0261）62-2332 フジノヤ薬局
11月13日 日 しんたにクリニック 柿下クリニック あづみ病院 いいざわ歯科医院 大町市（0261）23-7050 フジノヤ薬局
11月20日 日 小谷村診療所 遠藤内科医院 吉村医院 小谷歯科医院 小谷村（0261）82-2762 ー
11月23日 水 横沢医院 最上整形外科ｸﾘﾆｯｸみどりクリニック 市立大町総合病院 大町市（0261）22-0415白馬アップル薬局
11月27日 日 栗田医院 菊地クリニックはーぶの里診療所 小田切歯科医院 池田町（0261）62-3134 太田薬局

■ 乳幼児健診等 会場：白馬村保健福祉ふれあいセンター1階
月日 事業名 対象になるお子さん

10月18日（火） あそびの教室ほっぷ③ 令和2年5月16日～ 7月生
10月19日（水） あそびの教室ほっぷ① 令和2年8月～ 10月12日生
10月21日（金） 2歳歯科検診 令和2年5月～ 9月生
10月24日（月） 2か月育児相談 令和4年8月生※子育て支援ルームで実施
10月25日（火） 3歳健診 令和元年9月～ 10月17日生
10月31日（月） PT（理学療法士）相談 予約制
11月  7日（月） 育児相談 予約制
11月  8日（火） 乳児健診 令和4年6月生・令和3年12月生
11月15日（火） あそびの教室ほっぷ② 令和2年8月～ 10月12日生
11月16日（水） １歳半健診 令和3年2月～ 5月7日生
11月18日（金） よちよち相談 令和3年7月～ 9月生
11月24日（木） ２か月育児相談 令和4年9月生※子育て支援ルームで実施
11月28日（月） PT相談 予約制
11月29日（火） あそびの教室ほっぷ③ 令和2年8月～ 10月12日生

■人権・心配ごと相談
開 設 日 時　間 場　所 相　談　員 お問合せ先

12月  9日（金） 13：00～16：00
白馬村保健福祉

ふれあいセンター2階
ボランティアルーム

人権擁護委員 白馬村社会福祉協議会
0261-72-7230

※予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。※12月10日は人権デーです。
■ 子育て支援ルーム
※支援ルームは登録制となっておりますので、初回利用時に登録カードの記入をお願いします。
※日曜日～金曜日　AM9:30 ～ 12:00　PM13:00 ～ 16:00　自由利用で開室しています。

☆予約は支援ルームに連絡をしてください。
※支援ルームご利用の際は、必ず検温をしてからお越しください。
※入室したらまず、手洗いと健康確認チェックシートの記入をお願いします。
※�新型コロナウイルス感染の状況により、閉室又は開室時間の変更をする事もありますので、ご不明な点は子育て支援ルームにお問
合せください。

※白馬村行政公式ホームページ、白馬村母子手帳アプリおひさまメモリーズ by 母子モにも掲載します。
お問合せ：白馬村子育て支援課子育て支援ルーム　（0261-72-3025）

月　日 内　容 対　象 時　間
10月20日（木）～28日（金） 制作週間（秋の制作をしよう）　 未就園児親子 10:30～
10月27日（木） なかよし広場（グリーンスポーツの森で遊ぼう） 未就園児親子 10:30～
11月10日（木） なかよし広場（散歩に行こう） 未就園児親子 10:30～
11月16日（水） リフレッシュ講座（刺繍）＊予約　☆託児あり＊予約 未就園児保護者 10:30～
11月17日（木） なかよし広場（散歩に行こう）　 未就園児親子 10:30～
11月17日（木） おいしいものたべよの日＊予約 未就園児親子 11:20～

■弁護士無料法律相談（予約制）
開 設 日 時　間 場　所 相　談　員 ご予約・お問合せ先

11月  8日（火） 13：00～15：00
白馬村保健福祉

ふれあいセンター2階
ボランティアルーム

森
モリモト

本　遼
リョウ

　弁護士 白馬村社会福祉協議会
0261-72-7230

※予約が必要です。相談時間は30分ですので、相談内容を整理してお越しください。

■ 予防接種 会場：白馬村保健福祉ふれあいセンター1階
月日 事業名 対象になるお子さん

10月28日（金） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています
11月11日（金） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています
11月25日（金） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています

お問合せ　子育て支援課　母子健康係　電話0261-85-8101
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人口：8,409 人　男：4,207 人　女：4,202 人　世帯数：3,979 世帯
（令和 4年 10 月 1 日現在）

※	上記の数字には、外国籍の住民・世帯数も含まれています。
住民基本台帳法の一部が改正されたことにより、外国籍の住民の皆さんも住民基本台帳に登録されることとなりました。（平成 24 年 7 月 9 日改正法施行）
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編集後記
広報はくば8、9月号に引き続き、10月号でもマイナンバーカードに関する記事を掲載しています。今回
のお知らせはマイナポイント第2弾事業の対象となるマイナンバーカード取得期限が年末まで延長された内
容となります。保険証機能だけでなくこれから先ますます便利になるマイナンバーカード。まだお持ちで
ない方は、お得に取得ができる今のうちに是非申請をしてみてはいかがでしょうか。
� (広報編集担当：田中)

有料広告欄

ケーブルテレビ白馬指定管理者：
株式会社エーアイシーコミュニケーションズ

受付時間：平日午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分
　　　　　・加入／故障等のお問い合わせは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0074
　　　　　・取材等のお申し込みは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0116

地域包括支援センターです
お気軽に72-6667 にお電話ください

白馬村の認知症サポーター数1268人
（令和3年 2月現在）

ケーブルテレビ白馬に関するお問い合わせは… 認知症の相談窓口は

スマホアプリで広報はくば配信中！！

姉妹都市コーナー

地域の自然を守るために
　第 1回町内美化活動が 6月 26 日、今井浜海岸で
実施され、東小学校の児童や保護者、近隣住民ら 70
名を超える人々が参加しました。東小学校では、子
ども達の地域の自然を大切にする気持ちを高めるた
め、毎年夏に今井浜海岸の清掃活動を行っています。
縦割り班に分かれた児童らは、大人達と協力しながら
流木や海藻などのごみを拾い集めました。約 1時間
に渡る活動の結果、トラック 3台分、ごみ袋 112 袋
分のごみが回収されました。

白馬北小学校の皆さん、
ようこそ太地町へ

7 月 19 日（水）から 3日間、白馬北小学校の 5年
生の皆さんが太地町に滞在しました。
20日（木）は、太地町公民館で交流会が行われ、太
地小学校 5年生有志による鯨踊りが披露されました。
また、合同合唱曲「にじいろ」では両校の児童たちが
綺麗な歌声を響かせていました。
交流会終了後は、「紀の松島めぐり」、くじらの博物館
見学、くじら浜海水浴場での水遊び、博物館での買
い物を楽しみました。

静 岡 県  河  津  町 和 歌 山 県  太  地  町

「防災の日」～くじらの博物館　防災訓練～

９月１日（木）は、防災の日、この日くじらの
博物館では、防災訓練を実施、津波を想定した避
難や誘導、火災を想定した防火訓練などに取り組み、
防災意識を高めました。
写真は、災害が発生したことを想定し、博物館

横の浅間山（せんげんやま）に来館者を誘導して
いる様子です。

西小学校馬に乗ってふれあおう会
河津町立西小学校の体験活動「馬に乗ってふれ

あおう会」が９月13日、乗馬クラブ天城ホースビ
レッジ＝小鍋＝で行われました。全校児童71人が
学年ごとに分かれて参加し、引き馬での乗馬や餌
やりを体験しました。
体験活動は今年で５回目となり、初めて間近で

触れる馬にドキドキの児童もいれば、慣れてきた
児童からは「楽しい」「もう１回乗りたい」などと
声があがりました。

いざという時のために
ダウンロードしておきましょう。

白馬村防災ナビ
（防災アプリ）

広告募集中�広報はくば及び白馬村行政公式ホームページに掲載する広告（有料）を募集しています�＊お問合せ�白馬村役場総務課
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